
平成 28年 7月～9月期「経済動向調査」集計結果 

業界トピックス 

【 製造業 】 

・募集しても人が集まりにくい上、技術継承が難しいため質の面でも低下しておりジリ貧。【無記入】 

・良い人材が見つからず閉塞感が強い。【電子部品】 

・入社してもすぐにやめてしまう人が多く、うまく回らない。【無記入】 

・仕入れ単価が上昇している。【無記入】 

・来期以降は売上が回復すると思う。【モジュール製品】 

 

【 建設業 】 

・若い人材を募集して集まる支援、採用後にすぐ辞めないような支援がほしい。【水道工事】 

・技術力が必要な仕事のため、採算がとれるまでにコストがかかってしまう。【無記入】 

・会社の質を高めるために人材の教育指導が必要。【防災設備工事】 

・不況感が強い。【建材】 

 

【 小売・卸売業 】 

・本来であれば為替相場の影響を受けない業態であったが、高止まりとなり仕入れ値が上昇してしまった。【コーヒ

ー販売店】 

・今年は天候に恵まれなかったため、お客様の入りが少ない。【花屋】 

・昔よりも祭りが減り、どこか不景気感が漂っている。【洋服店】 

・今後の先行きが不透明。【金物屋】 

・お客様の数自体が減少している。【釣具店】 

・個人消費が毎年先細りとなっている。【手芸店】 

・従業員を増やせる体力がないため家族経営でやるしかない。【食品・日用品販売】 

 

【 飲食・サービス業 】 

・税金全般が高く黒字になる気がしない。【コンサルタント業】 

・売上、利便性ではコンビニに勝てず厳しい状況が続く。【弁当屋】 

・高齢で先がなく事業を辞めようと思っている。【クリーニング店】 

・応募者のレベルは下がっているのに最低賃金が上がっており逼迫感を感じる。【レストラン】 

・安い店が次々とできているので、今後の見通しは暗い。【美容業】 

・店舗周辺の人通りが減り、売上も落ちている。【カメラショップ】 

・自分 1人で後継者もいないので、何の対策もできない。【美容業】 

・儲からないが自身も高齢のため、新しい仕事も見つからない。仕方なく今の仕事を続けている。【美容業】 

・消費税増税がマイナスに作用している。【喫茶店】 

・近郊の人通りが減り、客足が遠のいている。【レストラン】 

  


